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2（２０１２年６月）

　

４
月　

日
、
４
月　

日
執
行
の
東

２３

１５

御
市
長
選
挙
で
無
投
票
当
選
し
た
花

岡
利
夫
市
長
の
初
登
庁
歓
迎
セ
レ
モ

ニ
ー
が
市
役
所
前
駐
車
場
で
行
わ
れ
、

各
行
政
機
関
の
長
や
市
職
員
の
間
を

大
き
な
拍
手
の
中
、
迎
え
ら
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
勤
労
者
会
館
に
お
い
て

就
任
式
が
行
わ
れ
、
後
援
会
支
持
者

の
皆
さ
ん
、
市
関
係
者
な
ど
約　

名
６０

が
集
ま
り
、
そ
の
中
で
就
任
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
１
期
目
の
笑
顔
を
忘
れ
ず
に
、

対
話
を
忘
れ
ず
に
、
な
お
か
つ
、
さ

ら
に
難
し
い
時
代
へ
突
入
し
て
い
く

と
い
う
認
識
を
増
し
な
が
ら
、
一
生

懸
命
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」
と
２
期

目
に
あ
た
り
、
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。



3 （２０１２年６月）

とうみ

  
副
市
長
に
田
丸
基
廣
さ
ん
を
選
任

　
　
　
 　

教
育
委
員
長
に
下
村
征
子
さ
ん
、
教
育
長
に
牛
山
廣
司
さ
ん

　

５
月　

日
、
第
１
回
臨
時
会
が
開
か
れ

１５

ま
し
た
（
詳
細
は　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

１５

さ
い
）。
こ
の
臨
時
会
で
花
岡
市
長
は
任

期
満
了
に
よ
る
五
十
嵐
政
孝
前
副
市
長
の

後
任
に
田
丸
基
廣
さ
ん
を
、
合
わ
せ
て
、

教
育
委
員
２
名
、
監
査
委
員
１
名
、
公
平

委
員
１
名
、
固
定
資
産
評
価
員
１
名
の
人

事
案
を
提
出
し
、
議
会
の
同
意
を
求
め
た

結
果
、
全
会
一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
と
同
補
充

員
の
選
挙
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

日
に
、
市
教
育
委
員
会
臨
時
会
が
開

１９
か
れ
、
教
育
委
員
長
に
下
村
征
子
さ
ん
、

同
職
務
代
理
者
に
関
悳
さ
ん
、
教
育
長
に

牛
山
廣
司
さ
ん
、　

日
に
は
市
選
挙
管
理

２２

委
員
会
が
開
か
れ
、
選
挙
管
理
委
員
長
に

池
田
昭
雄
さ
ん
、
同
職
務
代
理
者
に
土
屋

征
七
郎
さ
ん
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

選
出
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

■
副
市
長

■
固
定
資
産
評
価
員

 田  丸 　 基  廣 
た まる もと ひろ

（山崎）

公平委員

 �  藤 　 俊  幸 
たか とう とし ゆき

（県）

監査委員

 竹  内 　 春  彦 
たけ うち はる ひこ

（海善寺）

教育委員

 小 
こ

 林 
ばやし

　 経  明 
つね あき

（常田）

教育長

 牛  山 　 廣  司 
うし やま ひろ し

（片羽）

教育委員長

 下  村 　 征  子 
しも むら せい こ

（大川）

■
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

　
　

�
沢　

廣
幸
（
東
町
）

　
　

佐
藤　

文
男
（
赤
岩
）

　
　

塚
田　

利
治
（
大
川
）

　
　

馬
場　

清
子
（
本
海
野
）

市長あいさつ
　

合
併　

年
の
節
目
の
年
を
迎
え
る
東
御

１０

市
３
代
目
の
市
長
を
就
任
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

未
来
が
よ
り
美
し
く
夢
と
可
能
性
が
持

て
る
地
域
で
あ
る
こ
と
、
人
材
が
育
つ
地

域
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
為
に
我
慢
す
べ
き

は
我
慢
す
る
こ
と
、
目
標
を
持
ち
準
備
し

一
歩
一
歩
苦
し
く
て
も
歩
み
続
け
チ
ャ
ン

ス
を
つ
か
む
こ
と
、
地
域
づ
く
り
は
経
営

で
あ
る
と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
り
ま
す
。

　

子
育
て
に
優
し
い
、
お
年
寄
り
が
元
気

な
「
小
さ
く
と
も
キ
ラ
リ
と
光
る
」
東
御

市
を
み
ん
な
で
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

委員

 大  塚 　 文  人 
おお つか ふみ と

（下八重原西部）

委員

 大  塚  紀  代  子 
おお つか き よ こ

（乙女平）

同職務代理者

 土  屋  征  七  郎 
つち や せい しち ろう

（城ノ前）

選挙管理委員長

 池  田 　 昭  雄 
いけ だ あき お

（東上田）



4（２０１２年６月）

　

間
も
な
く
梅
雨
に
入
り
、
そ
し
て
、
熱
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。
夏
は
、

エ
ア
コ
ン
の
使
用
を
は
じ
め
、
電
気
使
用
量
が
年
間
を
通
じ
た
ピ
ー
ク
を
迎

え
ま
す
。

　

昨
年
の
夏
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
や
県
内
に
お
い
て
も
中
部
電
力
浜

岡
原
子
力
発
電
所
の
完
全
停
止
な
ど
を
受
け
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
節
電
に

つ
い
て
考
え
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
わ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
ゴ
ー
ヤ
や
ア
サ
ガ
オ
な
ど
を
植
え
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
設

置
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
種
子
を
と
り
、
本
年
度
に
備
え
て

き
ま
し
た
。

■
今
夏
に
向
け
た
準
備

　

今
年
も
、
市
で
は
、
ゴ
ー
ヤ
や
あ
さ
が

お
の
カ
ー
テ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
と
れ
た
種
子
を
ま
き
、
順
調
に
芽

吹
き
、
植
え
付
け
の
時
を
待
っ
て
い
ま
す
。

■
省
エ
ネ
・
リ
サ
イ
ク
ル

　
　
　
　
　
　
  
へ
の
配
慮

　

昨
年
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
リ
サ
イ
ク

ル
に
こ
だ
わ
り
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
設

置
し
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ヤ
は
根
を
広
く
深
く

張
り
ま
す
の
で
、
大
き
な
プ

ラ
ン
タ
ー
が
必
要
で
す
。
そ

こ
で
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

に
持
ち
込
ま
れ
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
の『
衣
装
ケ
ー
ス
』

を
再
利
用
し
ま
し
た
。
肥
料

に
は
学
校
や
保
育
園
の
給
食

か
ら
出
た
生
ゴ
ミ
を
再
利
用

し
た
『
生
ゴ
ミ
堆
肥
』
を
使

い
、
水
や
り
に
は
節
水
の
た

め
雨
水
を
貯
め
た
結
果
、
水

道
水
の
使
用
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
設
置
は
、
庭
先

や
ベ
ラ
ン
ダ
と
様
々
な
ケ
ー
ス
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
設
置
に
あ
た
り
、
省
エ
ネ
・
リ

サ
イ
ク
ル
の
工
夫
を
考
え
る
の
も
楽
し
み

の
ひ
と
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▲

種
ま
き
か
ら
２
週
間
後
の
新
芽

▲

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ま
れ
た

　

衣
裳
ケ
ー
ス

▲水やりには雨水を利用



■
ゴ
ー
ヤ
・
カ
ー
テ
ン
が

　
　
  
も
た
ら
す
節
電
効
果

　

５
月
下
旬
に
植
え
付
け
た
苗
は
、
気
温

の
上
昇
と
と
も
に
グ
ン
グ
ン
と
成
長
し
、

梅
雨
が
明
け
て
本
格
的
な
夏
の
到
来
と
と

も
に
高
さ
５
メ
ー
ト
ル
位
に
成
長
し
、
降

り
注
ぐ
強
い
日
差
し
を
遮
っ
て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
、
葉
の
間
か
ら
は
や
わ
ら
か
な
陽

光
が
差
し
込
み
、
業
務
を
行
う
職
員
か
ら

は
、「
心
が
和
む
」・「
日
々
の
成
長
が
楽
し

み
」
と
好
評
で
し
た
。

　

ま
た
、
植
物
を
使
っ
た
グ
リ
ー
ン
カ
ー

テ
ン
に
は
、
も
う
一
つ
の
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。
植
物
は
、
根
か
ら
水
分
を
吸
い

上
げ
る
た
め
に
葉
の
裏
な
ど
か
ら
水
分
を

蒸
発
さ
せ
て
い
ま
す
（
こ
の
現
象
を
『
蒸

散
』と
い
い
ま
す
）。
こ
の
時
の
気
化
熱
に

よ
り
周
囲
の
空
気
が
冷
め
る
た
め
、�
よ

し
ず
�
や
�
す
だ
れ
�
な
ど
の
単
に
直
射

日
光
を
遮
る
た
め
の
も
の
以
上
に
建
物
内

へ
の
節
電
効
果
は
大
き
く
な
り
ま
す
。

5 （２０１２年６月）

とうみ

★
マ
イ
ナ
ス
２
℃
の
効
果
！

　

昨
年
、
実
際
に
温
度
測
定
を
し
て
み
る

と
、
単
な
る
日
陰
の
壁
面
と
ゴ
ー
ヤ
・

カ
ー
テ
ン
か
か
っ
た
壁
面
の
表
面
温
度
は
、

正
午
を
過
ぎ
た
外
気
温
の
ピ
ー
ク
を
迎
え

た
時
間
帯
で
マ
イ
ナ
ス
２

℃

の
温
度
差

が
あ
り
ま
し
た
。

エ
ア
コ
ン
な
ど
冷
房
設
備
の
設
定
温
度
を

上
げ
る
こ
と
に
加
え
て
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー

テ
ン
を
設
置
す
る
こ
と
で
真
夏
の
節
電
対

策
を
よ
り
万
全
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

★
ゴ
ー
ヤ
の
メ
リ
ッ
ト

　

昨
年
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
に
は
、
主

に
ゴ
ー
ヤ
を
使
用
し
ま
し
た
。
実
際
に
育

て
て
み
た
感
想
、
メ
リ
ッ
ト
は
次
の
通
り

で
す
。

①
丈
夫
で
あ
る
こ
と

②
成
長
が
速
く
、
カ
ー
テ
ン
と
し
て
機
能

す
る
高
さ
ま
で
十
分
に
育
成
す
る

③
害
虫
な
ど
が
ほ
と
ん
ど
付
か
ず
、
水
や

り
以
外
の
手
間
が
か
か
ら
な
い

④
蒸
散
効
果
が
大
き
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
⑤
前
の
年
に
と
れ
た
種
子
で
十
分
に
発
芽

す
る

　

家
庭
や
職
場
の
周
り
に
緑
が
あ
る
こ
と
、

日
々
成
長
す
る
植
物
を
観
察
す
る
こ
と
は

と
て
も
心
が
癒
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
ゴ

ー
ヤ
な
ら
ば
収
穫
し
た
実
を
い
た
だ
く
こ

と
も
で
き
ま
す
。
環
境
や
お
財
布
に
や
さ

し
い
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
み
な
さ
ん
も

始
め
ま
せ
ん
か
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

市
民
課
生
活
環
境
係

　
　

�　

－

５
８
９
６

６４

▲昨年のゴーヤカーテン

▲実から取り出したばかりの種子

▲温度測定のようす



6（２０１２年６月）

　

市
で
は
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
施
策

を
総
合
的
・
計
画
的
に
推
進
し
て
い
く
た

め
に
東
御
市
男
女
共
同
参
画
推
進
基
本
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

平
成　

年
に
東
御
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

１８

ン
を
策
定
し
、
男
女
共
同
参
画
推
進
団
体

と
と
も
に
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の

取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
市
民
の

男
女
共
同
参
画
意
識
は
着
実
に
高
ま
っ
て

き
て
い
る
も
の
の
、
性
別
で
役
割
を
決
め

つ
け
て
し
ま
う
慣
習
が
残
っ
て
い
た
り
、

行
政
や
自
治
会
な
ど
の
方
針
決
定
の
場
へ

の
女
性
の
参
画
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
平
成　

年
に
は
東
御
市
男
女
共

２１

同
参
画
推
進
条
例
を
制
定
し
、
市
と
市
民
、

地
域
団
体
、
事
業
者
、
教
育
関
係
者
が
一

体
と
な
り
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を

目
指
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成　

年
3
月
に
条
例
に
定

２４

め
る
基
本
計
画
と
し
て
東
御
市
男
女
共
同

参
画
推
進
基
本
計
画
を
策
定
し
、
さ
ら
に

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
を
進
め
、
一

人
ひ
と
り
が
輝
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

基
本
計
画
を
着
実
に
推
進
し
、
男
女
共

同
参
画
社
会
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、

市
と
市
民
が
連
携
・
協
力
し
て
取
り
組
み
、

家
庭
や
地
域
・
職
場
な
ど
社
会
の
あ
ら
ゆ

る
場
で
男
女
共
同
参
画
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
基
本
計
画
の
目
的

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
の
た
め
に

市
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
及
び
目
標
を
明

ら
か
に
し
、
施
策
を
総
合
化
・
体
系
化
し
、

市
民
、
地
域
団
体
、
事
業
者
、
教
育
関
係

者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
よ
り
効
果
的
に

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

◆
基
本
計
画
の
期
間

　

平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の

２４

３３

　

年
間
を
計
画
期
間
と
し
、
5
年
後
に
見

１０直
し
を
行
い
ま
す
。

◆
基
本
計
画
の
基
本
目
標

　

こ
の
基
本
計
画
で
は
、
東
御
市
男
女
共

同
参
画
推
進
条
例
の
8
つ
の
基
本
理
念
に

基
づ
き
、
8
つ
の
基
本
目
標
を
定
め
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
基
本
目
標
ご
と
に
具
体
的

目
標
と
施
策
の
方
向
を
定
め
、
男
女
共
同

参
画
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

基
本
目
標
、
具
体
的
目
標
、
施
策
の
方

向
は
次
頁
の
と
お
り
で
す
。



7

とうみ

（２０１２年６月）
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◆
基
本
計
画
の
推
進

　

東
御
市
男
女
共
同
参
画
推
進
基
本
計
画

を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
に
は
、
市
の
関

係
部
局
が
互
い
に
連
携
し
、
総
合
的
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
は
、
市
民
の
理

解
と
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

市
と
市
民
が
連
携
・
協
力
し
て
取
り
組
む

よ
う
に
推
進
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

◆
推
進
体
制

�
行
政
に
お
け
る
推
進
体
制
の
整
備

　

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
庁
内
推
進
体

制
と
し
て
、「
東
御
市
男
女
共
同
参
画
行

政
推
進
会
議
」
を
充
実
さ
せ
ま
す
。
行
政

推
進
会
議
で
は
各
課
で
取
り
組
む
べ
き
施

策
を
確
認
し
、
施
策
の
実
施
状
況
、
成
果

と
課
題
を
検
証
し
ま
す
。
行
政
推
進
会
議

を
核
と
し
て
関
係
各
課
が
連
携
し
総
合
的
、

効
果
的
に
基
本
計
画
を
推
進
し
ま
す
。

�
男
女
共
同
参
画
審
議
会

　

東
御
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
に
基

づ
き
設
置
す
る
「
東
御
市
男
女
共
同
参
画

審
議
会
」で
は
基
本
計
画
の
策
定
や
変
更
・

進
捗
状
況
の
評
価
な
ど
男
女
共
同
参
画
の

推
進
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
調
査

審
議
し
、
必
要
に
応
じ
施
策
・
事
業
な
ど

に
つ
い
て
市
長
に
提
言
を
行
い
ま
す
。

�
市
民
等
と
の
連
携
に
よ
る
推
進
体
制
の

　

充
実

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
の
た
め
主

体
的
活
動
を
行
っ
て
い
る
「
東
御
市
男
女

共
同
参
画
推
進
会
議
」、「
東
御
市
女
性
団

体
連
絡
協
議
会
」
な
ど
市
民
団
体
を
支
援

し
、
連
携
し
な
が
ら
男
女
共
同
参
画
を
推

進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
、
地
域
団
体
、
事
業
者
、

教
育
関
係
者
と
市
が
連
携
し
男
女
共
同
参

画
を
推
進
し
ま
す
。

�
国
、
県
、
関
係
機
関
と
の
連
携

　

国
、
県
、
関
係
機
関
と
情
報
交
換
し
連

携
を
図
り
な
が
ら
男
女
共
同
参
画
を
推
進

し
ま
す
。

◆
基
本
計
画
の
進
行
管
理

�
こ
の
基
本
計
画
を
実
効
性
の
あ
る
も
の

と
す
る
た
め
、
毎
年
度
、
基
本
計
画
の
実

施
状
況
を
把
握
し
、
成
果
と
課
題
を
明
ら

か
に
し
、
次
年
度
の
計
画
推
進
に
活
用
し

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
を
東
御
市
男
女
共
同

参
画
審
議
会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
公

表
し
ま
す
。

�
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
実
態
調
査
を

実
施
し
、
結
果
を
基
本
計
画
推
進
に
反
映

し
ま
す
。

　

国
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、

「
男
女
が
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、

自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
お
け
る
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が

確
保
さ
れ
、
も
っ
て
男
女
が
均
等
に
政
治

的
、
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
利
益

を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
共
に

責
任
を
担
う
べ
き
社
会
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
男
性
も
女
性
も
、
意
欲
に
応
じ

て
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍
で
き
る
社

会
」
と
し
て
男
女
共
同
参
画
社
会
の
イ

メ
ー
ジ
を
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
ま
す
。

 
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は

  
職
場
に
活
気

■
女
性
の
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の

参
画
が
進
み
、
多
様
な
人
材
が
活
躍

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
済
活
動
の

創
造
性
が
増
し
、
生
産
性
が
向
上

■
働
き
方
の
多
様
化
が
進
み
、
男
女
が

と
も
に
働
き
や
す
い
職
場
環
境
が
確

保
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
人
が

能
力
を
最
大
限
に
発
揮
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家
庭
生
活
の
充
実

■
家
族
を
構
成
す
る
個
人
が
お
互
い
に

尊
重
し
合
い
協
力
し
合
う
こ
と
に
よ

　

っ
て
、
家
族
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
強
化

■
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
環
境
が
整

い
、
男
性
の
家
庭
へ
の
参
画
も
進
む

こ
と
に
よ
っ
て
、
男
女
が
と
も
に
子

育
て
や
教
育
に
参
加

  
地
域
力
の
向
上

■
男
女
が
と
も
に
主
体
的
に
地
域
活
動

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
参
画
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

ー
が
強
化

■
地
域
の
活
性
化
、
暮
ら
し
改
善
、
子

ど
も
た
ち
が
伸
び
や
か
に
育
つ
環
境

が
実
現

 
ひ
と
り
ひ
と
り
の
豊
か
な
人
生

　

仕
事
、
家
庭
、
地
域
生
活
な
ど
、
多

様
な
活
動
を
自
ら
の
希
望
に
沿
っ
た
形

で
展
開
で
き
、
男
女
が
と
も
に
夢
や
希

望
を
実
現

●
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
青
少
年
男
女
共
生
係

　

�　

－

５
９
０
６

６４

基本計画の評価指標
　次の評価指標により基本計画の推進状況を把握し、施策に反映します。

目標値
（H28）

現　　　　　状内　　　　　　　容評　価　指　標
基本
目標

25％
49.0％

（H21人権と暮らしに

ついての意識調査）

女性に対する差別・偏見があると思う
人の割合

性差別の根絶

1

0％
15.2％

（H21男女共同参画に

関する市民意識調査）

ＤＶ※1被害を受けた人の割合暴力の根絶

25％
12.5％

（H21男女共同参画に

関する市民意識調査）

生活を営む上で男女の社会的立場は平
等だと感じる人の割合

社会制度や慣習の見直し
の推進

2

80％
東御市男女共同参画推進条例があるこ
とを知っている人の割合

男女共同参画意識の啓発

3

25％
男女共同参画の学習会等へ参加したこ
とのある人の割合

男女共同参画意識の啓発

25％
38.7％

（H21男女共同参画に

関する市民意識調査）

「男は仕事、女は家庭」という意識を
持つ人の割合

性別による固定的な役割
分担の意識度

4 75％
52.8％

（H21男女共同参画に

関する市民意識調査）

家庭内の大事なことはよく話し合って
決めている人の割合

家庭生活における理解と
協力の促進

60％
45.7％

（H21県民意識調査）

ワーク・ライフ・バランスを知ってい
る人の割合

ワーク・ライフ・バラン
ス※2の認知度

40％
27.8％
（H23）

市の審議会等の委員に占める女性委員
の割合

審議会等への女性の参画
の促進

5

20％
11.3％
（H23）

区三役、協議委員、公民館長の女性の
割合

地域役員への女性の参画
促進

80％
子育て支援、介護サービス施策の認知
度

家庭生活と社会活動等の
両立支援

6

65％以上
（H27）

36.7％
（H21）

特定健診受診率
（東御市健康づくり計画「健康とうみ２１」より）

健康支援の推進7

30％
男女共同参画に関する諸外国の動向や
国際比較に関心のある人の割合

国際社会の動向の理解の
促進

8

※１　ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）：配偶者等に身体的又は精神的な苦痛を与える暴力的行為のこと。
※２　ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）：「仕事」と家庭生活や地域活動などの「仕事以外の活動」が、自

ら希望するバランスで展開でき、多様な働き方や生き方が選択できるようにすること。個人の生活の充実とともに、
企業の生産性向上さらには社会・経済の活性化に寄与するといわれる。
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新
学
期
に
な
り
、
進
級
・
進
学
を
機
に
、
お
子
さ
ん
の
携
帯
電
話
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
買
わ
れ
た
ご
家
庭
も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

は
じ
め
て
使
う
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で

ト
ラ
ブ
ル
や
被
害
に
遭
う
事
案
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

安
全
対
策
は
大
丈
夫
で
す
か
？
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
ト
ラ
ブ

ル
や
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
自
分
の
身
を
守
る
対
策
を
し
っ

か
り
と
講
じ
ま
し
ょ
う
。

  
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
犯
罪
の
増
加

　これは警察庁発表の「ネット

ワーク利用犯罪」の検挙数のグ

ラフです。

  
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
犯
罪
」
と
は

・
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
、
実
際
に
は
所
有
し
て
い
な
い
人
気
ア
イ

ド
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
チ
ケ
ッ
ト
を
出
品
し
、
落
札
者
か
ら
お
金
を

 
騙 
し
取
っ
た

だ
ま

・
ネ
ッ
ト
の
掲
示
板
に
モ
デ
ル
募
集
と
書
き
込
み
、
連
絡
し
て
き
た
少

女
を
騙
し
、
裸
体
の
写
真
を
撮
影
し
児
童
ポ
ル
ノ
を
作
成
し
た

・
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
た
番
組
を
録
画
し
、
ネ
ッ
ト
で
不
特
定
多
数
の

者
に
配
信
し
た

・
ネ
ッ
ト
上
の
掲
示
板
に
「
○
○
駅
を
爆
破
す
る
」
と
犯
罪
予
告
を
し

た

　

な
ど
、
犯
罪
の
実
行
に
あ
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
犯

罪
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

機
器
の
普
及
に
よ
り
、
検
挙
数
は
右
肩
上
が
り
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

  
現
実
社
会
と
ネ
ッ
ト
社
会

　

こ
れ
ま
で
の
犯
罪
は
、
目
に
見
え
る
場
所
で
起
き
て
い
ま
し
た
。
場

所
は
何
処
な
の
か
、
相
手
は
子
ど
も
な
の
か
、
大
人
な
の
か
、
実
像
や

痕
跡
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
し
た
現
代
、

犯
罪
は
も
う
ひ
と
つ
の
社
会
「
ネ
ッ
ト
社
会
」
で
起
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

目
に
見
え
な
い
か
ら
…
と
言
っ
て
も
、
実
際
に
お
金
を
だ
ま
し
取
ら

れ
た
り
、
傷
つ
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
被
害
は
実
害
で
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
起
き
る
犯
罪
被
害
は
仮
想
で
は
な
く
、
現
実

の
被
害
な
の
で
す
。

　

サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
は
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

◆
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
特
徴

・
匿
名
性
が
高
い

　

相
手
と
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
な
い
。

・
証
拠
が
残
り
に
く
い

　

指
紋
、
筆
跡
な
ど
物
的
証
拠
が
残
り
に
く
い
。

・
時
間
的
・
地
理
的
な
制
限
が
な
い

　

何
時
で
も
、
何
処
で
も
、
ネ
ッ
ト
に
繋
が
る
こ
と
で
、
被
害
は
瞬
時

　

に
広
範
囲
に
わ
た
る
。

　

こ
の
よ
う
な
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
特
徴
を
知
ら
な
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
初
心
者
や
、
対
策
を
講
じ
な
い
不
用
意
な
使
い
方
が
、
自
ら
を
危
険

に
近
づ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
購

入
し
、
夢
中
で
使
い
始
め
た
子
ど
も
、
パ
ソ
コ
ン
で
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ

ン
に
興
じ
る
子
ど
も
た
ち
は
、
犯
罪
者
の
格
好
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
す
。

最
近
も
東
信
地
域
で
、
子
ど
も
の
※ 「
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺
被
害
」
や
、

※ 「
な
り
す
ま
し
被
害
」
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
自
分
の
身
の
安
全
を
守
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

講
じ
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
。

※
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺
被
害：

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
な
ど
の
動
画
を
見
よ
う
と

ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
、
い
き
な
り
「
会
員
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
支
払
い
は　
２４

時
間
以
内
○
万
円
で
す
」
と
請
求
さ
れ
る
被
害
。

※
な
り
す
ま
し
被
害：

自
分
の
ア
ド
レ
ス
な
ど
が
勝
手
に
他
人
に
使
わ
れ
た

り
す
る
被
害
。
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安
全
対
策

そ
の
１　

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

　

ま
ず
は
危
険
な
サ
イ
ト
に
近
づ
か
な
い
こ
と
で
す
。
有
害
サ
イ
ト
等

を
閲
覧
で
き
な
い
よ
う
に
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

　

こ
れ
は
東
御
市
の
平
成　

年
度

２３

の
携
帯
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
実
態
調
査
の
「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
加
入
率
」
の
結
果
で
す
。
携
帯

電
話
を
持
っ
て
い
る
中
学
二
年
生

の
４
割
が
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
に
加

入
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
に
加
入
し
て
い
な
い
理
由
と
し
て
は

1
位　
　

％　

よ
く
分
か
ら
な
い
か
ら

７０

2
位　
　

％　

見
れ
な
い
サ
イ
ト
が
あ
る
と
嫌
だ
か
ら

２０

3
位　
　

％　

友
達
も
入
っ
て
い
な
い
か
ら　

１０

　

と
な
っ
て
お
り
、
安
全
対
策
と
し
て
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
が
必
要
な
こ

と
を
十
分
理
解
し
て
い
な
い
状
況
が
伺
え
ま
す
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
、
お
子
さ
ん
が
使
う
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
パ
ソ
コ
ン
に
は
必
ず
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

そ
の
２　

家
庭
の
ル
ー
ル

　

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
は
、
完

璧
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
を
し
て
い
て
も

有
害
サ
イ
ト
に
繋
が
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
に
甘

い
誘
い
や
巧
妙
な
誘
い
が

あ
っ
て
も
、
騙
さ
れ
な
い
、

誘
惑
に
負
け
な
い
た
め
に
は
、

家
族
の
見
守
り
、
家
庭
で
の

ル
ー
ル
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

　

左
上
の
表
は
東
御
市
の
平
成　

年
度
の
携
帯
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

２３

ト
の
実
態
調
査
の
「
家
庭
で
の
ル
ー
ル
」
の
結
果
で
す
。

　

携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
る
中
学
二
年
生
の
３
割
が
家
庭
の
ル
ー
ル
を

設
け
て
い
ま
せ
ん
。

　

ル
ー
ル
が
あ
っ
て
も
、
料
金
や
時
間
の
ル
ー
ル
が
多
く
、
身
の
安
全

を
守
る
た
め
の
ル
ー
ル
を
設
け
て
い
る
家
庭
は
少
な
い
で
す
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
、
身
の
安
全
を
守
る
た
め
の
ル
ー
ル
を
家
庭
で
作

り
ま
し
ょ
う
。

そ
の
３　

ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー

　

ネ
ッ
ト
社
会
は
自
己
責
任
の
社
会
で
す
。

　

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
つ
け
て
い
て
も
、
家
庭
の
ル
ー
ル
が
あ
っ
て
も
、

最
終
的
に
判
断
し
て
行
動
す
る
の
は
自
分
自
身
で
す
。

　

ネ
ッ
ト
上
の
情
報
を
批
判
的
に
読
み
解
き
活
用
す
る
力
、「
ネ
ッ
ト

リ
テ
ラ
シ
ー
」
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
将
来
に
わ
た
り
大
切
な
こ
と
で

す
。

　

市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
付
け
る
た
め

に
、
小
学
1
年
生
か
ら
中
学
3
年
生
ま
で
、
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
授
業

を
取
り
入
れ
、
危
険
回
避
法
、
ト
ラ
ブ
ル
対
処
法
な
ど
の
学
習
を
す
す

め
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課
青
少
年
男
女
共
生
係　

�　

－

5
9
0
6

６４

研修会のお知らせ
　「ウイルスって何？架空請求の対処法

は？大人も学ぼう　ネットリテラシー」

　市内小中学校で学んでいるネットリテ

ラシー授業の内容をセーフティネットア

ドバイザーが寸劇やクイズを交えて紹介

します。

　保護者の皆さんをはじめ、祖父母の皆

さん、地域の皆さん、お誘い合わせの上、

お出かけください。

◆日時　６月７日 （木）

　　　　19：30～20：45

◆場所　中央公民館講堂

◆主催　青少年育成市民会議、ネットリ

テラシー教育推進協議会、セー

フティネットアドバイザー協議

会
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　市の食育推進計画『とうみ食育の里』策定から４年目を迎え、食に関心のある市民の集まるボランティア団体

「とうみ食育市民ネットワーク」の活動も広がりつつあります。昨年度、ネットワークの活動方針を話し合う中

で、改めて“食育”という言葉のとらえ方の広さや難しさなど、会員でもある公益財団法人身体教育医学研究所

の久堀周治郎所長から学ぶ機会がありました。そこで私たちの学びの中で得られた内容を、久堀所長の監修のも

と、事務局で再構成したものをお伝えします。
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とうみ

（２０１２年６月）

●問い合わせ先　健康保健課　健康増進係　�64－8883
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誕生日おめでとう！（ ６ 月生まれ）

 宮  坂 　 惟  希 ちゃん （睦）
みや さか ゆい の

（１歳、H２３．６．７生）

　ゆいちゃん１歳おめでとう��ゆいち

ゃんのニコニコ笑顔がだいすきだよ☆元

気にすくすく大きくなあれ♪

 倉 
くら

 島 　
しま

 悠 
ゆう

 誠 くん （常田）
せい

（１歳、H２３．６．２６生）

　悠誠�１歳おめでとう�何でも興味を

持って元気に遊ぶ悠誠が大好きだよ�み

んなを和ませてくれてありがとう�

 中  澤 　 瞬  弘 くん  （常田）
なか ざわ ま ひろ

（１歳、H２３．６．１１生）

　�まひろ１歳のお誕生日おめでとう�

ニコニコ「イイお顔」のまひろがみんな

の宝物だよ�元気に大きくなぁれ���

 篠  原 　 蒼  介 くん （西宮）
しの はら そう すけ

（１歳、H２３．６．１６生）

　★そう★１歳のお誕生日おめでとう�

愛想バツグンでいつもみんなの人気者だ

ね♪これからも元気にすくすく大きく

なってね�

 井  出 　ほの 香 ちゃん （田之尻）
い で か

（１歳、H２３．６．６生）

　いつも笑顔いっぱいのほのちゃん�お

誕生日おめでとう！これからも笑顔をた

やさずに優しい女の子に育ってね。

 坂  田 　　
さか た

 秀 くん （加沢）
しゅう

 （２歳、H２２．６．５生）

　しゅうくん２歳のお誕生日おめでとう

�４月に弟のはるくんが産まれて、もう

お兄ちゃんになったね！これからは２人

で仲良く遊んでね♪

 倉  沢 　 陽  向 ちゃん （乙女平）
くら さわ ひ なた

（２歳、H２２．６．２７生）

　�ひなちゃん、お誕生日おめでとう�

歌や踊り、おしゃべり大好き♪みんなを

笑顔にしてくれるムードメーカー�これ

からもパパやママ、みんなに見守られて

いっぱい、いっぱい大きくなぁれ�

☆募集します!!☆
 （対象者７月生まれの３歳まで）
　写真 （うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名 （ふり
がな）・生年月日・性別・TEL・コメント５０字程度を添えて企画
課広報担当までお送りください。記載漏れのあるものは掲載い
たしかねます。なお紙面の都合上適宜編集いたしますのでご了
承ください。締め切りは、６月１１日 （月） 必着。

 相  馬 　 碧  太 くん （常田）
そう ま み ひろ

（２歳、H２２．６．１９生）

　サッカーボールで遊ぶのが大好きな碧

太�お兄ちゃん達とサッカーできる日が

楽しみだね。碧太のペースで大きくなぁ

れ。

 武  井 　 大  河 くん （切久保）
たけ い たい が

 （２歳、H２２．６．２５生）

　働く車が大好きなたーくん２歳のお誕

生日おめでとう�お兄ちゃん、お姉ちゃ

んを追いかけて、これからも元気いっぱ

い大きくなってね�

 
和
の
歴
史
が
詰
ま
っ
た

 
「
ふ
る
さ
と
和
」 が

　
　
　
　
　
  
完 
成

　

和
地
区
活
性
化
研
究
委
員
会

（
田
中
喜
美
夫
会
長
）
に
よ
り
、

か
ね
て
か
ら
編
集
を
行
っ
て
い
た

冊
子
「
ふ
る
さ
と
和
」
が
完
成
し

ま
し
た
。「
ふ
る
さ
と
和
」
は
、
和

地
区
に
昔
か
ら
根
付
い
て
い
る
伝

統
行
事
や
風
習
、
文
化
な
ど
を
子

ど
も
た
ち
に
伝
承
し
た
い
と
の
想

い
で
作
ら
れ
、
和
地
区
の
皆
さ
ん

に
無
料
で
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月　

日
に
行
わ
れ
た
総
会
後

２４

に
は
、
授
業
で
活
用
す
る
た
め
和

小
学
校
と
、
図
書
館
な
ど
の
資
料

の
た
め
市
に
、「
ふ
る
さ
と
和
」
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
前
会
長
の
神

津
敬
次
さ
ん
（
東
上
田
）
は
「
子

ど
も
た
ち
に
読
ん
で
も
ら
っ
て
こ

れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
に
使
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。▲贈呈式のようす
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とうみ

小小小小小小小小小小小小小小小小梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅のののののののののののののののの砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂糖糖糖糖糖糖糖糖糖糖糖糖糖糖糖糖漬漬漬漬漬漬漬漬漬漬漬漬漬漬漬漬けけけけけけけけけけけけけけけけ小梅の砂糖漬け

�

�作り方
①梅を洗い一晩水に漬け、あくを

ぬく。水を切って塩をいれ軽い

重石をして二昼夜置く。

②�を割って種とヘタを取る。

（包丁で半分切り目をつけると

きれいに割りやすい）

③�の梅を２時間ほど水に浸して

塩を抜く。(シワがきれいにな

くなる）

④水を切ってヒタヒタの酢に１～

３日位つけておく。

⑤酢からあげる。(酢は取っておく）

⑥塩もみしてあくをとった赤シソ

の葉、梅、砂糖を交互にビン詰

する。

⑦砂糖が溶けても梅に汁がかぶら

ない時は、�で取っておいた酢

　梅は保存食に用いられ、昔から

「梅はその日の難逃れ」と言われ

ています。塩漬け、砂糖漬けとも

に食べすぎに気をつけて頂きま

しょう。

 ●材料
小梅 ………………………… １kg

塩 …………………………… 150g

砂糖 ………………………… 800g

酢 ……………………梅が隠れる量

赤シソ ……………………好みの量

●問い合わせ先　東御市食生活改善推進協議会事務局 （健康保健課健康増進係）　�64－8883

を梅がかくれるまで足し、冷暗

所に置く。1ヵ月ほどで食べら

れます。

  
市
議
会
第
１
回
臨
時
会

　
　

副
市
長
や
教
育
委
員
会
委
員
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　

人
事
案
件
６
議
案
を
同
意

　

５
月　

日
、
市
議
会
第
１
回
臨

１５

時
会
が
北
御
牧
庁
舎
の
議
場
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

今
臨
時
会
に
は
、
副
市
長
や
教

育
委
員
会
委
員
、
監
査
委
員
な
ど

の
人
事
に
関
す
る
議
案
の
ほ
か
、

各
種
補
正
予
算
の
専
決
処
分
及
び

各
種
条
例
改
正
の
専
決
処
分
の
議

案
な
ど
合
わ
せ
て　

議
案
が
上
程

１１

さ
れ
ま
し
た
。

　

細
部
に
わ
た
り
質
疑
が
行
わ
れ

た
結
果
、
市
が
提
出
し
た
議
案
は

す
べ
て
原
案
ど
お
り
承
認
又
は
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
月
に
行
わ
れ
た
市
議

補
選
で
当
選
し
た
議
員
に
つ
い
て
、

山
崎
康
一
議
員
が
社
会
福
祉
常
任

委
員
、
平
林
千
秋
議
員
が
総
務
文

教
常
任
委
員
に
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
臨
時
会
の
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、
８
月
発
行
の
市
議

会
だ
よ
り
に
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局　

�　

－

３
５
８
２

６７

　

さ
て
、
こ
の
た
び
、
先
般
の

市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
市

民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
各
方
面

の
方
々
か
ら
の
ご
推
薦
と
力
強

い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
引
き

続
き
今
後
４
年
間
東
御
市
政
の

執
行
に
あ
た
る
べ
く
、
市
民
の

皆
様
か
ら
の
信
託
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
再
選
は
、
１
期
４

年
間
で
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ

て
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た

「
小
さ
く
と
も
キ
ラ
リ
と
光
る

東
御
市
」
づ
く
り
の
諸
施
策
に

対
し
、
一
定
の
評
価
と
ご
支
持

を
い
た
だ
い
た
も
の
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

４
年
前
に
初
め
て
申
し
上
げ
た

「
愛
す
る
ふ
る
さ
と
東
御
市
の
た

め
に
、
今
、
何
を
な
す
べ
き
か
」

と
い
う
�
愛
郷
�
と
�
献
身
�
の

想
い
を
再
び
心
に
銘
じ
、
２
期
目

の
４
年
間
も
初
心
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
、
引
き
続
き
市
民
の
先
頭
に

立
ち
、
共
に
汗
を
か
き
、
声
な
き

声
に
耳
を
傾
け
、
市
民
目
線
を
旨

と
し
た
市
政
運
営
に
粉
骨
砕
身
全

力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

当
市
に
と
り
ま
し
て
、
重
要
か

つ
喫
緊
の
課
題
が
山
積
し
て
お

り
ま
す
と
き
に
、
そ
の
任
に
当

た
り
ま
す
こ
と
は
、
身
に
余
る

光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、

初
登
庁
以
来
の
公
務
を
通
じ
て

改
め
て
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を

痛
感
致
し
、
市
民
各
位
の
熱
い

期
待
に
お
応
え
す
べ
く
、
決
意

を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

ど
う
か
市
民
の
皆
様
並
び
に

議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

今
後
の
市
政
運
営
に
お
き
ま
し

て
、
絶
大
な
る
ご
支
援
・
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

  
市
長
招
集
あ
い
さ
つ
（
抜
粋
）

▲招集あいさつのようす
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祢
津
東
町
歌
舞
伎
に

　
　
　

出
演
し
た
こ
と

　
　
　
　

祢
津
小
学
校
五
年

 
� 

や
な
ぎ 

橋 　
　
 
萌 　

ば
し 

も
え

　

祢
津
地
区
で
は
、
伝
統
芸
能
の

歌
舞
伎
が
昔
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
の
学
校
で

も
、
興
味
の
あ
る
人
が
集
ま
っ
て

祢
津
小
学
校
歌
舞
伎
ク
ラ
ブ
が
平

成　

年
か
ら
で
き
ま
し
た
。
祢
津

１０
小
学
校
に
し
か
歌
舞
伎
ク
ラ
ブ
が

な
い
し
、
東
御
市
で
も
有
名
な
の

で
、
入
り
ま
し
た
。

　

４
月　

日
に
、
日
吉
神
社
の
境

２９

内
で
東
町
歌
舞
伎
舞
台
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
に
向
け
て
、
ク

ラ
ブ
の
時
間
や
放
課
後
に
四
〜
六

年
生
が
集
ま
り
練
習
し
た
り
道
具

を
作
っ
た
り
し
ま
し
た
。
私
た
ち

が
演
じ
た
の
は
、「
義
経
千
本
桜
」

で
す
。
私
は
女
中
（
腰
元
）
の
役

を
や
り
ま
し
た
。
先
生
に
「
役
に

な
り
き
ろ
う
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、

腰
元
ら
し
く
な
れ
る
よ
う
が
ん
ば

 
最
近
の
学
校
生
活

　
　
　
　

北
御
牧
中
学
校
一
年

 
太  
田 　
 
有  
香 　

お
お 

た 

ゆ 

か

　

入
学
し
て
か
ら
一
ヵ
月
が
経
ち

ま
し
た
。
中
学
校
生
活
を
と
て
も

楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
活
動
は
、
当
番
活
動
は

忘
れ
ず
に
で
き
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
私
は
、
初
め
て
知
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

お
昼
の
放
送
で
や
っ
て
い
る
、
北

中
応
援
タ
イ
ム
と
言
う
も
の
で
す
。

北
中
応
援
タ
イ
ム
は
、
部
活
動
で

大
会
が
あ
る
と
き
や
自
分
が
応
援

し
て
ほ
し
い
時
に
お
昼
の
放
送
で

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
し
ま
す
。

私
は
こ
れ
は
と
て
も
い
い
考
え
だ

と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
生
徒

の
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と
を
、
全

校
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う

い
い
機
会
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。

私
は
こ
れ
を
、
ず
っ
と
続
け
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
、
最
近
部
活
動
が
始
ま

り
ま
し
た
。
最
近
本
入
部
し
た
ば

か
り
で
す
が
、
一
年
生
と
し
て
、

や
る
こ
と
は
先
輩
よ
り
早
く
や
り

た
い
で
す
。
ま
た
、
私
は
バ
レ
ー

部
な
の
で
、
声
出
し
や
、
体
力
を

つ
け
る
こ
と
か
ら
な
の
で
、
が
ん

ば
っ
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
い
つ
か
、
先
輩
み

た
い
な
プ
レ
ー
が
た
く
さ
ん
出
来

り
ま
し
た
。
ま
た
、
東
町
の
舞
台

の
周
り
は
広
い
の
で
、
遠
く
に
い

る
お
客
さ
ん
に
も
セ
リ
フ
が
聞
こ

え
る
よ
う
に
、
ゆ
っ
く
り
、
大
き

な
声
で
言
お
う
と
何
度
も
練
習
を

し
ま
し
た
。

　

本
番
で
は
、
練
習
し
た
こ
と
が

し
っ
か
り
と
で
き
る
よ
う
に
、
教

え
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し

な
が
ら
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
役
に

な
り
き
っ
て
が
ん
ば
れ
た
の
で
よ

か
っ
た
で
す
。
本
番
が
終
わ
っ
て
、

お
母
さ
ん
に
「
上
手
に
で
き
た

ね
。」
と
言
わ
れ
て
、
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り

た
い
で
す
。

　

ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
か
わ
い

い
一
年
生
を
迎
え
、
新
年

度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

進
級
し
た
二
、
三
年
生
は

去
年
の
三
年
生
が
教
え
て

く
れ
た
事
、
お
手
本
に

な
っ
て
く
れ
た
事
、
一
緒

に
や
っ
た
事
等
が
子
ど
も

た
ち
の
間
で
受
け
継
が
れ
、

日
々
の
生
活
の
中
で
言
葉

か
け
や
行
動
に
な
っ
て
自

然
に
表
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
様
子
を
見
て
い
る
と
子

ど
も
た
ち
自
身
が
子
ど
も

た
ち
同
士
で
い
ろ
ん
な
事

を
経
験
し
な
が
ら
、
お
互

い
に
成
長
し
合
っ
て
い
る
事
を
感

じ
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
行
事
に
参
加
さ
れ
た
保

護
者
の
方
々
も
、
そ
う
し
た
子
ど

も
た
ち
の
関
わ
り
や
思
い
や
り
の

あ
る
心
に
触
れ
、
一
緒
に
行
う

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
や
ゲ
ー
ム
を
通
し

て
一
年
一
年
確
実
に
心
身
共
に
成

長
し
て
い
る
事
を
実
感
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
同
学
年
や
上
級
生
、

下
級
生
と
の
間
で
新
し
い
発
見
や
、

遊
び
の
広
が
り
、
発
展
に
お
互
い

に
知
恵
や
力
を
出
し
合
っ
て
、
や

さ
し
い
心
を
そ
の
ま
ま
に
明
る
く

元
気
に
育
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

▲お別れ会で記念撮影

た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

勉
強
面
で
は
、
わ
か
ら
な
い
所

は
先
生
や
、
友
達
に
聞
く
な
ど
し

て
、
ニ
ガ
テ
を
増
や
さ
な
い
よ
う

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
だ
ん
だ
ん
と
内
容
が
難
し
く

な
っ
て
く
る
の
で
、
予
習
・
復
習

を
し
っ
か
り
と
や
り
、
授
業
に
つ

い
て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
、
委
員
会
・
勉

強
・
部
活
を
が
ん
ば
り
な
が
ら
、

先
輩
を
見
な
ら
い
、
充
実
し
た
中

学
校
３
年
間
を
送
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

▲上田市民の森で行われたバスハイキング
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東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

 　
  
煙
突
か
ら
出
て
い
る
の
は

 　
　
　
　
　
   
水
蒸
気
で
す
！

　

東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
と
も
い
え
る　

メ
ー
ト
ル
の
煙
突
。

５０

そ
の
煙
突
か
ら
出
て
い
る
の
は
煙
で
は
な

く
水
蒸
気
で
す
。
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
や
有

害
ガ
ス
除
去
装
置
で
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
や
ば

い
じ
ん
等
の
有
害
物
質
を
除
去
し
水
蒸
気

化
さ
せ
て
排
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
水
蒸
気
は
、
法
令
で
定
め
ら
れ
て

い
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
等
の
検
査
を
定
期
的

に
行
っ
て
お
り
、
検
査
結
果
は
全
て
基
準

値
を
は
る
か
に
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
を
平
成　

年
１８

度
に
導
入
し
て
か
ら
５
年
が
経
過
す
る
こ

と
か
ら
本
年
度
は
１
号
、
来
年
度
は
２
号

バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
の
「
ろ
布
」
の
交
換
を

計
画
し
て
お
り
ま
す
。
ろ
布
は
時
間
の
経

過
と
と
も
に
性
能
が
落
ち
て
し
ま
う
消
耗

品
で
す
。
５
年
を
目
安
に
交
換
す
る
の
は
、

長
期
間
使
用
す
る
と
目
詰
ま
り
な
ど
で
設

備
の
故
障
に
も
つ
な
が
り
、
ま
た
、
ろ
布

が
破
損
す
る
と
ろ
過
さ
れ
ず
に
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
等
が
排
出
さ
れ
て
し
ま
う
の
を
防
ぐ

た
め
で
す
。

　

な
お
昨
年
度
の
２
号
炉
の
耐
火
物
（
れ

ん
が
）
の
大
規
模
補
修
に
引
き
続
き
、
本

年
度
は
１
号
炉
の
耐
火
物
の
大
規
模
補
修

や
そ
の
他
必
要
な
修
繕
と
点
検
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

　

上
田
地
域
広
域
連
合
で
計
画
し
て
い
る

統
合
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
建

設
候
補
地
に
つ
い
て
は
、
新
聞

な
ど
で
報
道
さ
れ
て
い
る
と
お

り
地
元
と
交
渉
中
で
あ
り
、
東

部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
大
切

に
使
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

何
気
な
く
可
燃
ご
み
の
指
定

袋
の
中
に
入
れ
て
し
ま
う
ご
み
。

で
も
そ
の
ご
み
の
行
先
は
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
大
量
の

重
油
が
使
わ
れ
て
燃
や
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
施
設

に
も
寿
命
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は

ご
み
の
減
量
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
ち
ょ
っ
と
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

 
ち
ょ
っ
と
し
た

　
　

工
夫
ひ
と
つ
で

　
　
　
　
 
ご
み
減
量

ご
み
減
量
は
「
３
Ｒ
（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）」

①
ご
み
を
出
さ
な
い
�

　

（
リ
デ
ュ
ー
ス
＝
発
生
抑
制
）

②
繰
り
返
し
使
う

　

（
リ
ユ
ー
ス
＝
再
使
用
）

③
再
利
用
す
る

　

（
リ
サ
イ
ク
ル
＝
再
生
利
用
）

　

こ
の
３
Ｒ
を
実
践
す
る
こ
と
が
ご
み
の

減
量
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
３
Ｒ
が

実
践
で
き
そ
う
な
も
の
を
生
活
の
中
か
ら

見
つ
け
て
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

市
民
課
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
係

　
　

�　

－

６
８
１
４

６３

▼

東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
煙
突
か
ら
出
る
水
蒸
気

　

４
月　

日
、
中
央
公
民
館
で
、
東
御
市

１６

環
境
保
全
監
視
員
の
委
嘱
式
が
行
わ
れ
、

　

名
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
監
視
員
の
任

１４期
は
、
２
年
間
で
、
市
内
の
環
境
保
全
の

た
め
地
域
の
監
視
活
動
を
行
い
ま
す
。
委

嘱
式
に
引
き
続
き
、
上
小
地
方
事
務
所
環

境
課
掛
川
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
不
法
投

棄
と
法
令
に
つ
い
て
、
研
修
会
が
行
わ
れ
、

監
視
員
と
し
て
の
業
務
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

 
環
境
保
全
監
視
員

　

委
嘱
式
が
行
わ
れ

　
　
　
 　
　
 
ま
し
た

▲研修会のようす

▲委嘱式のようす

▲３Rの取り組む順番を示しています

こ
れ
が

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
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『
消
費
生
活
ガ
イ
ド
』

「
架
空
請
求
」
は
、

　
　
　

と
に
か
く
無
視
！

　

こ
の
４
月
か
ら
前
任
の
土
屋
文

彦
人
権
同
和
教
育
指
導
員
の
後
、

こ
の
「
心
の
眼
」
を
担
当
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
柳
沢
富
美
子
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

４
月
に
、
子
ど
も
た
ち
に
親
し

ま
れ
た
「
ホ
タ
テ
マ
ン
」
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
で
一
世
を
風 
靡 
し
、
ま

び

た
強
面
な
が
ら
味
の
あ
る
俳
優
と

し
て
活
躍
さ
れ
た
安
岡
力
也
さ
ん

が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
離
婚
後
長

男
の
力
斗
さ
ん
の
親
権
を
と
り
一

人
で
育
て
て
き
た
父
、
安
岡
力
也

さ
ん
へ
語
り
か
け
る
よ
う
な
力
斗

さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
に
親
子
の
深
い

愛
を
感
じ
ま
し
た
。「
本
当
に
誰

よ
り
も
世
界
一
で
す
。
俺
に
と
っ

て
何
よ
り
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
だ

し
、
本
当
に
世
界
一
の
お
父
さ
ん

で
し
た
。」「
生
ま
れ
変
わ
っ
て
も
、

も
う
一
回
親
子
で
い
た
い
。
親
父

は
親
父
で
、
俺
は
親
父
の
子
ど
も

だ
…
」
と
カ
メ
ラ
を
見
据
え
て
語

っ
て
い
た
力
斗
さ
ん
の
姿
に
心
打

た
れ
ま
し
た
。
力
也
さ
ん
が
力
斗

さ
ん
に
い
つ
も
語
っ
て
い
た
言
葉

も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
お

ま
え
は
俺
の
天
使
だ
、
エ
ン
ジ
ェ

ル
だ
。」
そ
し
て
、
亡
く
な
る
直
前

に
は
「
お
ま
え
は
俺
に
と
っ
て
最

高
の
息
子
だ
っ
た
。」と
。
肝
臓
の

病
気
を
患
っ
て
い
た
父
親
か
ら

「
お
ま
え
の
肝
臓
を
く
れ
よ
。」と

言
わ
れ
、 

躊 
ち
ゅ
う 

躇 
す
る
こ
と
な
く
力

ち
ょ

斗
さ
ん
は
、「
い
い
よ
。
俺
の
肝

臓
全
部
だ
っ
て
い
い
よ
。
心
臓
だ

っ
て
あ
げ
ま
す
よ
。」と
言
い
合
っ

た
父
子
関
係
に
強
い
絆
を
感
じ
ま

し
た
。
こ
の
父
子
の
間
に
も
、
他

人
に
は
言
え
な
い
よ
う
な
様
々
な

困
難
や
ト
ラ
ブ
ル
が
い
く
つ
も
あ

っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
お

互
い
の
自
尊
感
情
を
大
事
に
し
あ

い
、
自
分
に
と
っ
て
か
け
が
え
の

な
い
存
在
だ
と
お
互
い
に
伝
え
合

っ
て
き
た
こ
と
が
、
父
子
の
絆
の

深
さ
に
繋
が
っ
て
い
っ
た
の
で
し

ょ
う
。　
　
　

　

平
成　

年
以
降
、　

歳
の
中
学

１７

１５

生
の
少
年
に
よ
る
両
親
殺
害
事
件

を
皮
切
り
に
、
親
子
・
兄
弟
間
の

過
去
に
利
用
し
た
業
者
に
未
払

い
が
あ
っ
た
の
か
と
勘
違
い
さ

せ
る
言
葉
を
並
べ
、
不
安
に
さ

せ
る
手
口
で
す
。

・ 
「
早
急
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
」

な
ど
と
書
か
れ
て
い
て
も
、
絶

対
に
連
絡
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

連
絡
し
た
と
こ
ろ
「
訴
訟
取
り

下
げ
の
た
め
に
必
要
」
な
ど
と

様
々
な
理
由
を
つ
け
ら
れ
て
数

十
万
円
を
請
求
さ
れ
た
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
し
た
。

　

請
求
さ
れ
た
内
容
に
不
明
な
点

が
あ
っ
た
り
、
不
安
を
感
じ
た
り

し
た
場
合
は
、
相
手
に
は
連
絡
せ

ず
に
、
ま
ず
上
田
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
市
役
所
市
民
課
生
活

環
境
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

�　

－

８
５
１
７

２７

　

市
民
課　

生
活
環
境
係

　

�　

－

５
８
９
６

６４

〈
事
例
〉

　

「
以
前
契
約
し
た
訪
問
販
売
及

び
寝
具
販
売
業
者
に
対
し
て
未
納

料
も
し
く
は
契
約
不
履
行
が
あ
り
、

当
該
会
社
が
裁
判
所
に
訴
訟
を
起

こ
し
た
」
と
い
っ
た
内
容
の
は
が

き
が
届
い
た
。

　

全
く
身
に
覚
え
が
な
い
が
「
こ

の
ま
ま
連
絡
せ
ず
に
放
置
す
る
と

裁
判
所
に
出
廷
す
る
こ
と
に
な
り
、

給
料
や
財
産
が
差
し
押
さ
え
ら
れ

る
こ
と
も
あ
る
」
な
ど
と
書
い
て

あ
る
。

　

覚
え
が
な
い
場
合
は
早
急
に
連

絡
す
る
よ
う
赤
字
で
書
か
れ
て
い

る
が
連
絡
す
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。

（　

歳
代　

女
性
）

８０

  
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！

・
は
が
き
や
封
書
、
電
子
メ
ー
ル

な
ど
で
、
身
に
覚
え
が
な
い
請

求
を
受
け
た
と
い
う
、
い
わ
ゆ

る
「
架
空
請
求
」
に
関
す
る
相

談
が
、
い
ま
だ
に
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

・「
訴
訟
を
起
こ
し
た
」「
給
料
や

財
産
を
差
し
押
さ
え
る
」
な
ど
、

殺
傷
事
件
が
相
次
ぎ
、
家
族
関
係

が
に
わ
か
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

一
連
の
事
件
も
お
互
い
の
自
尊
感

情
を
育
み
合
っ
て
い
れ
ば
起
き
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
自
分
の
こ
と
を
大
切
に

思
え
な
い
な
ら
ば
、
人
の
こ
と
を

大
切
に
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
な

ど
起
こ
っ
て
こ
な
い
か
ら
で
す
。

　

自
尊
感
情
と
は
、
自
分
を
否
定

す
る
の
で
は
な
く
肯
定
的
に
認
め
、

「
自
分
ら
し
さ
」
に
自
信
を
持
ち
、

自
分
を
価
値
あ
る
も
の
に
思
え
る

感
情
の
こ
と
で
す
。
こ
の
感
情
は

自
分
一
人
だ
け
で
は
育
む
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
周
り
の
方
々
の
言

葉
が
け
や
認
め
合
い
か
ら
生
ま
れ

て
く
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
数
年

前
に
、「
命
は
大
切
だ
。
命
を
大

切
に
。
そ
ん
な
こ
と
何
千
何
万
回

言
わ
れ
る
よ
り
、『
あ
な
た
が
大

切
だ
』
誰
か
が
そ
う
言
っ
て
く
れ

た
ら
、
そ
れ
だ
け
で
生
き
て
い
け

る
。」と
い
う
公
共
広
告
機
構
か
ら

出
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

家
族
や
周
り
の
方
々
に
「
あ
な
た

は
私
の
宝
物
だ
よ
。」「
あ
な
た
は

私
に
と
っ
て
、
大
切
な
人
だ
よ
。」

と
口
に
出
し
て
伝
え
ら
れ
た
ら
い

い
で
す
ね
。
今
日
か
ら
で
も
。
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た
遊
び
で
は
、
友
だ
ち
と
一
緒
に
か
ら
だ

を
動
か
す
楽
し
み
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、

友
だ
ち
と
の
関
係
か
ら
自
分
の
能
力
に
気

付
い
た
り
、
友
だ
ち
を
思
い
や
っ
た
り
す

る
こ
と
な
ど
を
学
ぶ
貴
重
な
経
験
で
す
。

ま
た
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
、
視
線
、
表
情
、

雰
囲
気
な
ど
言
葉
を
用
い
な
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
機
会
も
多
く
含
ん
で

お
り
、
幅
広
い
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
発
達
を
促
進
さ
せ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
幼
少
期
に
遊
び
や
運

動
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、「
か
ら
だ
を
動
か

す
」
こ
と
は
�
人
間
関
係
を
円
滑
に
進
め

る
社
会
性
を
育
む
�
う
え
で
、
と
て
も
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

子
ど
も
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ

ル
の
基
礎
は
、
親
子
で
ふ
れ
あ
う
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
子
ど
も
が
一
番
安
心
で

き
る
の
は
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
存
在

で
す
の
で
、
あ
ま
り
難
し
く
考
え
ず
に
、

ま
ず
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
時
間
を
利
用
し

た
�
じ
ゃ
れ
つ
き
遊
び
�
か
ら
始
め
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

少
子
化
や
高
度
情
報
化
、
生
活
環
境
の

変
化
や
都
市
化
な
ど
、
近
年
の
子
ど
も
を

取
り
巻
く
社
会
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
起
因
し
て
、
い
わ
ゆ
る

仲
間
・
時
間
・
空
間
の
「
３
間
」
の
減
少

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
３
間
」

の
減
少
か
ら
、
遊
び
や
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
て
他
者
と
関
わ
る
機
会
が
減
少
し

て
お
り
、
社
会
の
中
で
生
き
て
い
く
う
え

で
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

が
不
足
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
企
業
の
採
用
基
準
の
一
つ
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
が
挙
げ
ら
れ

る
ほ
ど
、
他
者
と
の
や
り
取
り
が
苦
手
な

青
少
年
が
増
加
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

か
ら
だ
を
動
か
す
遊
び
や
運
動
・
ス

ポ
ー
ツ
は
、
他
者
と
の
ふ
れ
あ
い
や
共
同

体
験
が
多
く
含
ま
れ
、
社
会
の
中
で
生
き

て
い
く
う
え
で
必
要
な
知
恵
、
い
わ
ゆ
る

社
会
性
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
機
会
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
仲
間
と
か
ら
だ
を
使
っ

 
子
ど
も
の
元
気
な
育
ち
に
欠
か

 
す
こ
と
の
で
き
な
い
「
か
ら
だ

 
を
動
か
す
」 
こ
と
の
必
要
性
①

 　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

 　
　
 
（
対
人
関
係
能
力
）
に
つ
い
て

�

　

平
成　

年
４
月　

日
、
東
御
市
保
健
補

２４

１６

導
員
委
嘱
式
・
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
東
御
市
保
健
補
導
員
会
の
会

長
を
務
め
る
こ
と
と
な
り
、
経
験
も
知
識

も
浅
い
自
分
に
は
重
責
で
す
が
、
任
務
を

理
解
し
、
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
く
つ

も
り
で
す
。
ま
ず
は
自
ら
が
健
康
に
関
心

を
持
ち
、
各
種
研
修
に
参
加
、
学
習
し
、

実
践
す
る
こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。
そ
の

得
た
知
識
を
、
家
族
や
地
域
の
人
々
に
広

め
、
地
域
の
健
康
増
進
に
努
め
る
こ
と
が

任
務
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

長
野
県
の
健
康
水
準
が
高
い
理
由
と
し

て
、
地
域
ご
と
の
保
健
補
導
員
に
よ
る
健

康
づ
く
り
運
動
が
活
発
だ
と
い
う
こ
と
も

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
道
な
活
動
が
良

い
結
果
を
出
し
て
い
る
の
で
す
。

　

特
定
健
診
、
が
ん
検
診
、
各
種
健
診
を

理
解
し
、
そ
の
大
切
さ
を
身
近
な
多
く
の

人
々
に
広
め
て
健
診
の
受
診
を
促
す
活
動

を
し
て
、
昨
年
度
に
増
す
、
よ
り
高
い
受

信
率
を
目
標
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
よ
い
機
会
を
与
え
て
頂
い
た

こ
と
に
感
謝
し
、
各
地
区
の
保
健
補
導
員

と
共
に
学
習
し
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

健
康
保
健
課　

健
康
増
進
係

　
　

�　

－

８
８
８
３

６４

　

保
健
補
導
員
会
だ
よ
り

会
長　

寺　

島　

暁　

美
（
桜
井
）

▲平成23年度活動報告会のようす

▲花岡市長から委嘱書が手渡されました
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〈広告欄〉　

 ６月の納税 （納期限７月２日）

�市県民税（普通徴収）（１期）

�国民健康保険税（普通徴収）（１期）

こちら119（東御消防署）

前 年 比１月からの累計

－４件47件１１件件数

＋４名66名１２名傷者

±０名０名０名死者

市内交通事故統計　４月分　　　　　　

※カッコは１月からの累計

　＝４月の出動件数＝

火災  ２件（５件）　　救急  93件（414件）

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

平成23年４月平成24年４月

25.5℃（27日） 28.6℃（２８日） 最高気温

－5.0℃（４日） －5.3℃（８日） 最低気温

9.5℃　　　　10.3℃　　　　平均気温

61.8％　　　　68.0％　　　　平均湿度

41.5㎜　　　　34.0㎜　　　　降 水 量

住宅用火災警報器は設置されていますか？
●詳しくは東御消防署まで　�62－0119

 ４月30日現在

　付加保険料を納付して
　　　　年金を増やしませんか
「付加保険料」とは
　老後により多くの年金を受けたいと考えている方の
ために、付加年金制度があります。
　これは、毎月の国民年金保険料（平成24年度は
14,980円）に、付加保険料を上乗せして納付すると、
付加年金が老齢基礎年金に上乗せして支給されるしく
みです。
　なお、付加保険料は、申し出の月から納付すること
ができます。

納付する付加保険料の額
　付加保険料の額は1 ヵ月400円です。

付加保険料を納付できる方
　国民年金の第1号被保険者または任意加入被保険者
の方です。
　ただし、国民年金保険料の免除または納付猶予を受
けている方や国民年金基金に加入している方は、付加
保険料を納めることはできません。
　一方、農業者年金の加入者は、必ず付加保険料を納
付することになっています。

受け取れる付加年金額は？

　なお、付加年金は老齢基礎年金の受給権を得た月の
翌月から支給されます。老齢基礎年金を65歳より繰
上げ受給または66歳より後に繰下げ受給する場合に
は、付加年金額も老齢基礎年金の減額率・増額率に応
じて減額・増額されます。
　付加保険料の納付について、詳しくは下記までお問
い合わせください。

●問い合わせ先　小諸年金事務所　�0267－22－1080
　　　　　　　　市民課国保年金係　�62－1111 （代表）

�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドバババババババババババババババババババババイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイススススススススススススススススススススス国民年金アドバイス
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とうみ

〈広告欄〉

来
す
る
平
成　

年
分
の
所
得
税

２３

に
対
す
る
更
正
の
請
求
は
５
年

間
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

平
成　

年
3
月　

日
に
法
定
申

２３

１５

告
期
限
が
到
来
し
た
平
成　

年
２２

分
の
所
得
税
の
更
正
の
請
求
は

１
年
間
し
か
で
き
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

市
県
民
税
額
は
、
皆
さ
ん
の

所
得
申
告
（
給
与
支
払
報
告
書

や
確
定
申
告
書
等
）
に
基
づ
き

計
算
さ
れ
ま
す
。
こ
の
所
得
申

告
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者

で
あ
れ
ば
国
民
健
康
保
険
税
や

介
護
保
険
料
、
ま
た
保
育
料
に

ま
で
影
響
し
ま
す
か
ら
、
正
確

に
申
告
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

上
田
税
務
署

　
　

�　

－

１
２
３
４

２２

　
　

税
務
課
住
民
税
係

　
　

�　

－

５
８
７
７

６４

 
更
正
の
請
求
期
間
が

　
　

延
長
さ
れ
ま
し
た

「
更
正
の
請
求
」
と
は

　

医
療
費
控
除
や
障
害
者
控
除

の
申
告
漏
れ
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、
申
告
書
に
記
載
し
た
税
額

を
多
く
申
告
し
て
い
た
こ
と
に

気
づ
い
た
と
き
は
、
更
正
の
請

求
書
を
税
務
署
へ
提
出
す
る
こ

と
で
、
正
し
い
税
額
へ
の
訂
正

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　

い
つ
ま
で
請
求
で
き
ま

　
　

す
か
？

　
　
　

平
成　

年
度
税
制
改
正

２３

　
　

に
よ
り
更
正
の
請
求
が
で

き
る
期
間
が
、
法
定
申
告
期
限

か
ら
５
年
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

（
従
来
は
確
定
申
告
の
提
出
期

限
か
ら
１
年
以
内
）

　

更
正
の
請
求
期
間
の
延
長
は
、

平
成　

年　

月
２
日
以
後
に
法

２３

１２

定
申
告
期
限
が
到
来
す
る
も
の

か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
平
成　

年
3

２４

月　

日
に
法
定
申
告
期
限
が
到

１５ QＡ

  
長
野
県
市
町
村
対
抗

　
　
　

駅
伝
競
走
大
会
結
果

　

４
月　

日
、
第　

回
長
野
県
市

３０

２２

町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
（
松
本

平
広
域
公
園
陸
上
競
技
場
発
着
８

区
間
、　

・
５
４
５
㎞
）
及
び
第

３８

８
回
長
野
県
市
町
村
対
抗
小
学
生

駅
伝
競
走
大
会
（
松
本
平
広
域
公

園
陸
上
競
技
場
発
着
４
区
間
、
６

㎞
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
監
督
の
市
川
広
徳
さ
ん
は
、

「
今
年
は
コ
ト
ヒ
ラ
工
業
の
小
山

君
が
加
入
し
、
入
賞
を
狙
え
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
メ
ン
バ
ー
と

な
り
ま
し
た
。
結
果
は
、
仕
事
の

都
合
で
エ
ー
ス
が
欠
場
と
な
り
、

　

位
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
が
、
来

２０年
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。
ご

協
力
い
た
だ
い
た
ご
家
族
の
皆
さ

ん
に
感
謝
し
、
来
年
に
向
け
て
ま

た
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

■
結
果
と
出
場
選
手
（
敬
称
略
）

 
第　

回
長
野
県
市
町
村
対
抗

２２

 
駅
伝
競
走
大
会

　
　
　
　
　

（　

位
／　

チ
ー
ム
）

２０

５９

１
区　

甘
利　

祐
子

　
　
　
　
　
　

（
東
部
中
３
年
）

２
区　

甘
利　

大
祐

　
　
　
　
　
　

（
東
部
中
１
年
）

３
区　

土
屋　
　

望

　
　
　
　
　
　

（
上
田
高
２
年
）

４
区　

小
山　

祐
太

　
　
　
　
　
　

（
コ
ト
ヒ
ラ
工
業
）

５
区　

出
口　

栞
里

　
　
　
　
　
　

（
上
田
高
１
年
）

６
区　

出
口　

武
志

　
　
　
　
　

（
佐
久
長
聖
高
３
年
）

７
区　

竹
重　

柊
作

　
　
　
　

（
上
田
染
谷
丘
高
２
年
）

８
区　

漆
原　

一
樹
（
景
楽
）

 
第
８
回
長
野
県
市
町
村
対
抗

 
小
学
生
駅
伝
競
走
大
会

　
　
　
　
　

（　

位
／　

チ
ー
ム
）

４３

６０

１
区　

土
屋　

朋
未

　
　
　
　
　
　

（
祢
津
小
６
年
）

２
区　

青
木　

薫
仁

　
　
　
　
　
　

（
北
御
牧
小
６
年
）

３
区　

大
場　

有
希（
和
小
６
年
）

４
区　

瀧
澤　
　

学（
和
小
５
年
）
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ートピックスー　地域の話題

（２０１２年６月）

会場いっぱいに広がる笑顔
第９回子どもフェスティバル開催

　５月12日、中央公園一帯で第９回子どもフェスティバル
が開催されました。会場には、各地区育成会などの各種団体
の皆さんが様々な催しを出店し、集まった子どもたちは笑顔
いっぱいの表情で、各コーナーを楽しんでいました。オープ
ニングでは田中小学校吹奏楽部による演奏や、お馴染みの参
加者の皆さんで行うボール送りなどが行われ、賑わいを見せ
ました。また今年は学生などのボランティアの皆さんが運営
に携わり、準備や司会進行を務めました。ボランティアの中
澤敬杜さん（東御清翔高１年）は「準備が大変だったけどや
りがいがあって楽しい」と話していました。

東町の伝統芸能
祢津東町歌舞伎公演

　４月29日、日吉神社境内の東町歌舞伎舞台で平成24
年度祢津東町歌舞伎公演が行われました。今年は寒さの
ため、例年に比べ桜の開花が遅れたため、この時期とし
ては珍しい満開の桜の花が、会場に一層の彩りをもたら
していました。
　祢津小学校歌舞伎クラブは牛若丸としても有名な「義
経千本桜」の二段目「 渡  海  屋 ・ 大  物  浦 」、東町歌舞伎保

と かい や だい もつ うら

存会の皆さんは「 一 
いちの

 谷 
たに

 嫩 
ふたば

 軍  記 」の「熊谷陣屋の段」を上
ぐん き

演され、舞台上で繰り広げられる、見事な場面の連続に
会場はたくさんのおひねりが飛び交いました。

▲敬礼！

▲絶景が広がります

最高の眺望が味わえます
前山桜の里公園に看板設置

　５月１２日、島川原区桜千本の会（小山実会長）や地元区の皆
さんで整備した「前山桜の里公園」（公募により命名）の看板
設置の披露が行われました。合わせて看板文字を刻字した塩川
 流 
りゅう

 石 さん（島川原）に対し感謝状が贈られました。公園内には
せき

あずまやが設置され、また四季折々の花が楽しめるようにと、
桜、福寿草、カタクリなどが植えられ、訪れた人をいやしてい
ます。
　同会の渡辺正喜事務局長は「区の活動を通して、市全体が活
性化することをこれからもやっていきたい」と話していました。

地域の交通安全のリーダー
交通少年団委嘱式

　４月21日、市勤労者会館で平成24年度東御市交通
少年団委嘱式が行われました。市内の小学生５・６年
生で構成される交通少年団は、２年任期で、地域の交
通安全啓発活動などを行います。今年は３３期になる皆
さん、２０名が任命され、花岡市長から一人ひとりに委
嘱書が手渡されました。
　式終了後には丸山一宏東御警部交番所長の講話や、
上田交通安全協会東御部会による規律訓練が行われ、
整った動きを見せてくれました。

▲田中小吹奏楽部による
　オープニング演奏

▲一谷嫩軍記

▲義経千本桜

▲小山さん （写真左）、塩川さん

▲ディスクターゲット９
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花いっぱい運動
オープニングセレモニー

　５月１２日、第９回花いっぱい運動オープニングセレモ
ニーが、浅間サンライン沿い新屋交差点付近の花壇で行わ
れました。あいにくの曇り空で小雨が降ることもありまし
たが、最後まで行うことが出来ました。新屋区老人会の百

寿会の皆さんを中心に区
役員、地元区の小学生な
ど約100名の皆さんが集
まり、 サルビア４００本、マ
リーゴールド２００本、ジ
ニア1,200本を植えまし
た。

　５月１４日、東御消防署で市消防団中屋敷部、新張部、下
八部の小型動力ポンプ更新による引渡式が行われました。
花岡市長は「地域のために頑張っている姿に市民も期待し

ている」とね
ぎらいの言葉
を贈りました。
市では、毎年
計画的に小型
動力ポンプの
更新を行って
います。

小型動力ポンプ更新

　４月25日、信州御牧太鼓保存会（井出広美部会長）から東

日本大震災の被災地への義援金として、５万円の目録が手渡さ

れました。この義援金は今年の３月１１日、佐久勤労者福祉セン

ターで行われた４つの団体からなる太鼓連盟による復興支援

チャリティコンサート、たいこ祭で集めた収益金や募金の２０万

円を、各団体で５万円ずつに分けたものです。

　この日、市役所を訪れた吉村文圭副部会長は「昨年の東日本

大震災を受けて、20年続けているたいこ祭を通じて被災地に

役立てることができないかと考えた」と話していました。

被災地のためにできること
信州御牧太鼓保存会から義援金

▲花岡市長に目録が手渡されました

手作りのちりとりを寄附
　５月７日、諏訪郡下諏訪町にお住まいの西澤敏文さんか
ら市教育委員会へちりとり７０個を寄附していただきました。
このちりとりは自ら裁断した一斗缶と竹を使った手作りの
もので、西澤さんはいずれは県内全ての市町村に届けたい

と、数年前から活動し
ています。西澤さんは
「普段の掃除のときに
使ってもらえれば」と
話していました。いた
だいたちりとりは市内
各小中学校に１０個ずつ
配布されました。

　５月１４日、田中駅前で東御市くらしの会、東御市警部交
番などの皆さんによる、リーフレットなどの配布による悪
質商法追放キャンペーンの啓発活動が行われました。今回

市内で初めて行われた活
動では、高校生や通勤者
など駅を利用する方を中
心に、クーリングオフ制
度や訪問販売、出会い系
サイトなどのトラブルに
ついて声かけし、注意を
呼びかけました。

だまされないぞ
悪質商法追放キャンペーン
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▼
少
々
気
が
早
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
来
月
末
か
ら
い
よ
い
よ
ロ
ン
ド

ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
始
ま
り
ま
す
。

▼
サ
ッ
カ
ー
、
柔
道
、
水
泳
な
ど
、

多
種
多
様
の
種
目
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
中
で
も
私
は
特
に
体
操
に
注
目

し
て
い
ま
す
。
▼
皆
さ
ん
も
ご
存
知

の
よ
う
に
、
日
本
体
操
界
に
は
、
世

界
選
手
権
個
人
総
合
３
連
覇
を
成
し

遂
げ
た
内
村
選
手
が
い
ま
す
。
内
村

選
手
は
世
界
で
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
演

技
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
加
え
て
見

た
人
を
魅
了
す
る
美
し
い
演
技
で
日

本
の
メ
ダ
ル
獲
得
候
補
の
一
人
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
▼
４
年
に
一
度

の
祭
典
で
は
世
界
中
か
ら
集
ま
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
国
や
地
域
の
人
々
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
プ
レ
ー
で
勇
気
を
与
え

て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
年

の
夏
は
、
そ
ん
な
感
動
的
な
瞬
間
に

た
く
さ
ん
出
会
え
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。　

（
市
報
担
当　

山
浦
）

編

集

後

記

世帯数

11,616世帯（＋42）

総人口

31,368人（＋12）

男 15,470人 （＋１１）

女 15,898人 （＋１）

（５月１日現在）

人の動き

転入138人（－56）

転出116人（－85）

出生  17人（－16）

死亡  28人（－８）

 ※カッコは前月対比

東御市役所はチャレンジ25
キャンペーンに参加しています

『代々守る命の水』
　古木と岩の隙間から、こんこんと湧き出た透き通った水は、

やがて集まりいくつもの小川となって、一つの水路へと流れ込

みます。

　河川のない八重原台地の水田を満々と潤す命の水「八重原用

水」です。

　江戸時代末期、小諸藩に仕えた黒沢 嘉 
か

 兵 
ひょう

 衛 によって、約１０年
え

の歳月と延べ１０万人もの人足を費やし開

削され、代々先人によって改修され守っ

てきた水田専用の水路です。

「水かけは真剣」
　八重原用水の水量は限られていて、分水 桝 が至る所にあり水を

ます

かける順番が決められています。水田に水を入れることが出来る

「 掛  番 」のときは、水を漏らさないよう真剣です。
かけ ばん

　水路の維持管理や「掛番」のために用水組合を組織し、水田の

面積に応じた用水費を徴収することから、農家は水田の水をお金

で買っているという感覚です。

「みどりの水面」
　５月下旬、 代  掻 きを終えた水田に、田植機のエンジン音と軽

しろ か

快な苗を植える 水  音 がリズムを奏でて、澄んだ 水  面 をうすい緑
みず おと みな も

の水面へと変えていきます。

　種モミから２ヵ月程をかけて育てた苗が、狭い苗箱から広い

水田に開放され、活き活きと手を広げています。

　これから秋までの５ヵ月程、水田での栽培が始まります。

　　八重原台地の歴史ある貴重な水、それを守りつづける地域の仲間とともに

　　「八重原米」の米作りがあります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（八重原米研究会）

FMとうみ ７７８.５MHz８.５MHz

 『市民情報広場』
毎週木曜日

　�午後４時～

午後４時55分　


